
問合せ先　図書館　☎52─0240

❖紙芝居の日
とき　11月７日（土）、21日（土）
午後２時30分～３時
ところ　図書館子ども読書支援室
「えほんの森」
内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ
読み手　土ようおはなし会

❖トキの会のおはなし会
とき　11月14日（土）　
午後２時30分～３時
ところ　図書館子ども読書支援室
「えほんの森」
内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ
読み手　トキの会

❖みんなのおはなし会「よむ♪よむ」
とき　11月15日（日）
午後２時30分～３時
ところ　図書館子ども読書支援室「えほんの森」
内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ、絵本の紹介など
対象　幼児～小学生とその保護者
読み手　図書館スタッフ

❖吉浜おはなし　タッチ
とき　11月11日（水）
午後３時～３時30分
ところ　吉浜公民館１階図書室
内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ、絵本の紹介など
対象　乳幼児～幼児とその保護者
読み手　図書館スタッフ

❖赤ちゃんおはなし会「あんよ☆あんよ」
とき　11月２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月・
祝）、30日（月）
午前10時30分～11時

ところ　高取公民館１階図書室
内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ、絵本の紹介、読書
相談

対象　０歳～３歳児とその保護者
読み手　図書館スタッフ

❖ベビーブックのひととき
とき　11月12日(木)
午前10時30分～11時30分
ところ　高取公民館１階図書室
内容　絵本の読み聞かせ、赤ちゃん絵本の紹介、簡単
な工作、読書相談
対象　０～２歳児と保護者
読み手　マザリーズ

❖えほんの森
読書相談やおはなし会を開催しています。気軽に利用してください。

・月曜日　午後１時～４時（児童向けおはなし会）
・水曜日　午前９時30分～午後０時30分（乳児向けおはなし会）
・金曜日　午前９時30分～午後０時30分（乳児向けおはなし会）
・土曜日　午前９時30分～午後０時30分（児童向けおはなし会）
対　象　「えほんの森」利用者　　読み手　読書アドバイザー

❖第６回　たかはま寄席
とき　12月６日（日）　午後１時30分～２時30分
ところ　図書館２階　郷土資料館
演者　愛知大学　落語研究会
内容　お年寄りから子どもまで楽しめる落語を愛知大学落語研究会
の皆さんが口演します。

対象　小学生～一般
参加費　無料
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11月の休館日
10日（火）、17日（火）、24日（火）
※11月３日（火・祝）は開館
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高浜市国民健康保険「データヘルス」計画の紹介　シリーズ④

「データヘルス計画」は、＜医療＞＜保健＞＜介護＞などの各種
データをもとに加入者の健康対策を効果的に実施し「健康寿命の延
伸」と「医療費の適正化」を図るための計画です。

問合せ先　□市市民窓口グループ　☎52－1111（内線279）

データヘルスで　
家族みんなの「健やかさ」を
応援します

知って得する　医療費節約術

病気やけがの治療中、自分の判断で受診先をかえると「はしご受診」になる可能性があります。その
つど初診費用がかかるばかりか、同様の検査を何度も繰り返したり、同様の薬を同期間に処方されるな
ど、過剰な作用が生じる危険につながりかねません。
また大病院の受診では、初診料に保険適用外の特別料金（1,000～5,000円）が加算されることが

あり、これは全額自己負担となります。「かかりつけ医」からの紹介状があれば、これらの費用は加算
されなくなります。

「はしご受診」をしない節約術　その４

・日常的な診療、定期的な健康診査、予防接種などは最寄りの医療機関を利
用し「かかりつけ医」をもちましょう。

・「かかりつけ」にすることで、病歴や体質、生活習慣などを踏まえた最適
な治療のアドバイスが受けられ、自分が希望する治療の相談もしやすくな
ります。また専門医や大病院への紹介状の作成や、検査予約などもしても
らえます。

・診療科が異なる複数の医療機関を受診する場合も「かかりつけ薬局」なら薬の重複を防ぐことがで
き、飲みきれなかった薬の分を差し引いた処方なども可能となります。

かかりつけ医師・かかりつけ薬局をもつ節約術　その３

旅先で病気にかかった場合など、保険証なしに受診すると自由診療扱いとなり、医療費を全額支払う
ことになります。また、たまにしかかからない近医であっても、保険証の提示がないと同様の扱いとな
る場合があります。

いつも保険証を携帯する節約術　その２

まずは「病気にならない」「病気を悪化させない」よう、日ごろから自分と家族の健康管理に気をつ
けましょう。定期的な健康診査は、病気の早期発見だけでなく、生活習慣の見直しの機会ともなりま
す。1年に1回健診を受け、再検査や精密検査が必要な場合は決して放置せず、「かかりつけ医」と十
分に相談しましょう。

思わぬ病気やけがによる突然の出費は家計の痛手ですね。ふだんの「医療費（病院代）」も、受診の
しかたや薬を見直すことで「医療費の節約」につながります。

「病気の予防」と「早期発見」を心がける節約術　その１


